
［受注者］

・測量会社
・建設コンサル
・建設会社

［発注者］

・自治体
・特殊法人

など

ＩＣＴアドバイザー登録制度の目的

 発注者である自治体や特殊法人等及び、受注者である地元建設会社等が、ＩＣＴ技術の先駆者である「 ICTアド
バイザー」から、自主的に技術修得や能力向上へのアドバイスが受けられる仕組みをつくり、中部地方における更
なる建設生産性の向上（i-Construction）を図る

多様化部会

部会幹事

ＦＡＱ部会 支援部会 普及部会

ＩＣＴアドバイザー登録要領（毎年改定）
■ 令和４年４月１日現在
ＩＣＴアドバイザー８５名を登録
（民間アドバイザーの公募）

■行政アドバイザー
・地公体などの団体および
職員をＩＣＴアドバイザーに
登録しＯＪＴによる裾野の
拡大を図る

■民間アドバイザー
・公募による、ＩＣＴ活 用実績
および研修講師実施など
の活動実績を評価し登録

ICTアドバイザー

i-Construction中部ブロック推進本部

■学識アドバイザー
・i-Construction中部
サポートセンターが登録

運営

○ 中部i-Construction研究会の運営をICTアドバイザー
が中心となって実施

○ 中部地方におけるICTの裾野の拡大をめざして、
技術支援、ノウハウなどの情報提供、各種研修・
講習会・現場見学会等の実施を通じた普及活動など
を行う。

支援・研修・ＯＪＴ

支援要請
講師依頼

技術支援・導入普及

技術相談
研修参加

中部i-Construction研究会
事務局として
運営協力・
情報共有

中部地方整備局



ＩＣＴアドバイザーの取り組み 中部地方整備局

・中部i-Construction研究会の中心となる民間のICTアドバイザー登録制度として平成２８年度末に公募を開始
し、毎年募集をし、令和３年度は８８名をICTアドバイザーとして登録。
・中部i-Construction研究会の中には、以下４つの部会がある。

①多様化部会
新しい技術の現場適応化に向け、技術的な支援およびシーズ・ニーズのマッチングに取り組む。

②ＦＡＱ部会
i-Constructionに関する建設現場における課題や疑問の情報収集、アイディアや解決策など未熟な技術者と

の交流支援に取り組む。
③支援部会
i-Constructionに関する施工計画書の記載例やノウハウなど、建設現場での活用に際しての技術的な支援

および情報提供に取り組む。
④普及部会

各種研修・講習会・現場見学会などを通じて、建設産業における更なる普及および地元企業や地方自治体
への裾野の拡大に取り組む

・中部i-Construction研究会は、ICTアドバイザーが中心となって運営するということもあり、アドバイザーの
方々の活動で、令和３年３月にICT活用工事ガイドブックを改定し、HPにて公表した。
・昨年度は、各アドバイザーの方々から活動内容や提案をいただき、全部で136件の提案があった。その中か
ら16のタスクを設定し活動。一部の取り組みについて、今年度WG化して引き続き取り組んでいく予定。

・ 公募開始（H29.3.24）
・ 初回アドバイザー登録：11社、18名（H29.6.7）
・ 現況アドバイザー登録：60社、8５名（R ４. ４.１）
・ 現在までに、５回の ＩＣＴアドバイザー会議を実施



ＩＣＴアドバイザーの活動体制（Ｒ３）
中部地方整備局

事務局

幹事長

幹事
（3名）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
（32名）

〇組織体制〇組織体制

〇ツール〇ツール

運営補助

・部会の統括、各部会との調整

・担当活動の統括

・各活動の実施

・幹事長との調整

・全体の補助

メールリスト

富士通ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾊﾞ

Slack（チャット）

Teams
（WEB会議）

・各種データ共有
・進捗管理（幹事、代表者で適宜更新）

・意見交換、情報交換

・全員、各部会毎への一斉送信

・疑義が生じた段階で、代表者を中心に適宜実施
※各部会の進捗会議（定例会）を１月と２月に実施。

多様化部会

幹事長

幹事
（3名）

FAQ部会

幹事長

幹事
（3名）

普及部会

幹事長

幹事
（3名）

支援部会

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
（22名）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
（42名）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
（20名）

富士通ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾊﾞ

Slack（チャット）



R4WG設立の向けて（多様化部会）

タスク 実施内容 成果

ガイドブック改定
時点更新、更なる内容の充実
（小規模、特殊施工事例集の拡充）

ガイドブック改訂版の発出（R４.５予定）

要領・基準の
意見集約

R3発刊・改訂の要領・基準等を収集し、疑問点・改
善点等を抽出

ICTアドバイザー体制に関する改善を提案

マッチング周知
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの協力企業等に技術シーズ公募案内を
周知

応募総数７件のうち、１件はICTアドバイ
ザーによる応募

BIM/CIMの推進

「BIM/CIM課題対応方針案」の意見提出、
意見交換会

左記内容のとおり、BIM/CIM推進に関する
意見提出

技術管理課アンケート①

技術管理課アンケート②

DX研修講師

【講師(ICTｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ）】
・ICT活用取組事例

松尾様 yasstyle
丸田様 （㈱）白鳥建設

・ICT活用工事の施工計画書作成

神谷様 太啓建設（㈱）

齋藤様 矢作建設工業（㈱）

＜ICT活用事例集＞

中部地方整備局



R4WG設立の向けて（FAQ部会）

タスク 実施内容 成果

ガイドブック改定
時点更新、更なる内容の充実（HP質問箱のFAQ反
映含む）

ガイドブック改訂版の発出（R４.５予定）

ICT活用業務ガイドブッ
クの骨子案作成

R3：方向性・内容の整理、章節の分類
R4：本文作成

ICT活用業務ガイドブック 骨子
章節の分類作成

HP質問箱
問い合わせ対応

R3：窓口対応（リモート含む）
事務局が受ける、i-Construction質問箱等
外部からの問い合わせに関する回答支援

リモート見学会 R4リモート現場見学会に向けた内容の検討
中部インフラDXセンターにおいてリモート見

学会（試行）を実施。必要機材や進め方のノ
ウハウを構築。

＜試行状況＞＜試行見学会ロジ＞＜ICT活用業務ガイドブック骨子案＞

中部地方整備局



R4WG設立の向けて（支援部会）

タスク 実施内容 成果

ガイドブック改定
時点更新、更なる内容の充実
（施工計画記載例、ノウハウ集等）

ガイドブック改訂版の発出（R４.５予定）

HP改良
・HPアクセス数の分析、評価
・HPレイアウトの検討

HPの改定案・意見をとりまとめ（R4改訂）

幅広い周知検討 幅広い周知方法の検討
ICTアドバイザーパンフレット作成
メール署名に中部i-Construction研究会
URL記載

i-Con導入支援
・ICT未導入企業へのアンケート結果を分析
・具体的な解決策を検討

工事発注時のICT未導入企業アンケートの
とりまとめ（R4分析）

＜周知効果分析＞＜ICTアドバイザーパンフレット＞

↗：既往最大（２月）

⇒ICTに興味のあるユーザーが増

中部地方整備局



R4WG設立の向けて（普及部会）

タスク 実施内容 成果

ガイドブック改定
時点更新、更なる内容の充実
（ICT活用工事の流れ、用語集）

ガイドブック改訂版の発出（R４.５予定）

派遣講師等のICT活動
実績一覧作成

― R4.4HP掲載予定

講習会等
標準資料作成

自社資料の提供
標準資料の作成

標準資料の作成

出前授業
学校との調整（時期、内容、規模等）
※依頼に応じてリモート現場見学会（企業、
自治体、学生向け）を開催

教育委員会へのPR
子供を対象とした各種取り組みに関する情
報収集

＜標準テンプレート＞ ＜管内校数分析＞

中部地方整備局



これまでの成果（ＩＣＴ活用工事ガイドブックの作成）

ＦＡＱ

ノウハウ集

Ｑ

Ａ

施工計画書
の記載例

「ＩＣＴ活用工事の手引き（案）」
をリニューアル

「ＩＣＴ活用工事ガイドブック（案）」へ

導入編

基準類
一覧

多様なＩＣＴの活用事例

応用編

H31.3.27公表
R４.５.１９改定

ＨＰに掲載

 中部地方整備局では、ＩＣＴアドバイザーによる技術的支援およびセミナー講師などの活動をとおして、
ＩＣＴ活用における様々な情報をガイドブックとしてホームページで公開

 施工計画書の記載例をはじめＦＡＱ、ノウハウ集など、技術者の自発的な研鑽に寄与

中部地方整備局


